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２０２６年度 ＳＹＬＬＡＢＵＳ【博士前期課程】 

 

授業科目名：数量モデル分析論特論 

 

専修：経済専修 

担当教員名：河野 秀孝 科目区分：展開科目 

授業科目概要： 

本講義の目的は二つである。第一は、基本的な数値計算のアルゴリズムを様々な実証分析に

応用できる技術を身につけること。第二には、基本的数値計算上の問題と一般均衡モデルの基

本的アルゴリズムを理解し、人工言語で実際にモデルを構築し、様々なシミュレーションを行

うことが出来るようになることである。 

 

講義前半では、様々な経済問題の数量分析で重要な点は、コンピュータでの数値計算の際、

特に、有効桁数と計算上の誤差の存在を認識することによって、理論上の数学と有限の数値計

算の間には違いが存在することを理解する必要がある。そして、演習として、線形と非線形の

経済モデルや計量モデルを構築し、コンピュータ上で実際に起動させてみる。そのような進行

の過程で、基本的な数値計算のアルゴリズムを様々な実証分析に応用できる技術を身につける。 

 

講義の後半では、応用一般均衡モデル (AGE 又は CGE)と言われている分析手法に焦点をお

く。この手法は、特に 1950 年代から数理経済学の中で精緻化されてきた一般均衡モデルを実証

分析に用いようとするものである。コンピュータ技術の急速な進歩に伴い、最近では環境問題、

貿易自由化問題、地域産業構造改革問題、税制改革や規制緩和問題等の様々な分野の政策シミ

ュレーションに応用されている。講義の最終目標は、基本的数値計算上の問題の把握と一般均

衡モデルの基本的アルゴリズムを理解し、人工的言語で実際にモデルを構築し、様々なシミュ

レーションを行いながら、基礎的な経済分析が出来るようになることである。 

 

 

 

履修上の留意事項： 

まずは、皆さんに論理的思考の楽しさを味わって頂きたい。出来るだけ身近な事例を挙げ、

分かりやすく、また、興味を引くように授業を進めます。また、皆さんは日頃から経済の諸問

題に関心を持ち、モデル構築を考えて頂きたい。 
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ディプロマ・ポリシー（DP）との関係  

DP1 DP2 DP3 

 ○  

到達目標： 

基本的数値計算上の問題と一般均衡モデルの基本的アルゴリズムを理解し、人工言語で実際

にモデルを構築し、様々なシミュレーションを行うことが出来るようになること。 

 

評価方法及び評価基準： 

 

6 回の宿題・レポートと期末試験により、成績の総合評価をする。 

宿題・レポート： 60％  

期末試験：    40％ 

合計：     100％ 

 

評価の基準として、80％以上がＡ、70％以上がＢ，60％以上がＣ、 60％未満をＦとする。 

 

A 評価: 授業内容を応用できるのみならず、批判的にとらえることを含めて、当該理解をさらに

発展させられること。 

B評価: 授業内容の理解に基づいて、より広いケースにその理解を応用できること。 

C評価: 授業内容について、概ね理解していること。 

 

授業の方法： 

 

講義と演習を交互に進める。定期的にß小課題をレポートにまとめる。 

第１回 

 

テーマ：1.数値計算上の問題の把握  

内 容：数値計算の基礎知識として、二進法。 

教科書／参考書 

第２回 

 

テーマ：2.数値計算上の問題の把握 

内 容：浮動小数点演算、数値計算の誤差の影響と対策、打切り誤差など。 

教科書／参考書 

第３回 

 

テーマ：3.数値計算上の問題の把握 

内 容：線型方程式として、基本的な行列とベクトル、行列の乗算、基本的連立

方程式など。 

教科書／参考書 

第４回 

 

テーマ：4.数値計算上の問題の把握 

内 容：ガウス消去法、ピボット選択、逆行列、LU分解とその応用、対称ガウス

法など。 

教科書／参考書 

第５回 

 

テーマ：5.数値計算上の問題の把握 

内 容：非線型方程式として、二分法、1時の逆補間法（セカント法）、２次の

逆補間法（ミューラー法）。 

教科書／参考書 

第６回 

 

テーマ：6.数値計算上の問題の把握 

内 容：収束条件と速さ、ニュートン法（収束次数と条件、精度の保障）。収束

判定アルゴリズム（システム信頼性）。 

教科書／参考書 
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第７回 

 

テーマ：1.数値計算上の問題の把握 

内 容：授業の第１回から第６回までの復習。 

教科書／参考書 

第８回 

 

テーマ：1.一般均衡分析の基本的アルゴリズムの理解とモデル構築 

内 容：基本的一般均衡モデルの枠組み。 

教科書／参考書 

第９回 

 

テーマ：2.一般均衡分析の基本的アルゴリズムの理解とモデル構築 

内 容：基本的一般均衡モデルの特徴の理解。 

教科書／参考書 

第10回 

 

テーマ：3.一般均衡分析の基本的アルゴリズムの理解とモデル構築 

内 容：一般均衡モデルの基本的アルゴリズムについて。 

教科書／参考書  

第11回 

 

 

テーマ：4.一般均衡分析の基本的アルゴリズムの理解とモデル構築 

内 容：一般均衡モデルの基本的アルゴリズムの理解と構築 

教科書／参考書 

第12回 

 

テーマ：5.一般均衡分析の基本的アルゴリズムの理解とモデル構築 

内 容：一般均衡モデルの貿易問題等への応用 

教科書／参考書 

第13回 

 

テーマ：6.一般均衡分析の基本的アルゴリズムの理解とモデル構築 

内 容：一般均衡モデルの貿易問題等への応用 

教科書／参考書 

第14回 

 

テーマ：7.一般均衡分析の基本的アルゴリズムの理解とモデル構築 

内 容：授業の第8回から第13回までの復習。 

教科書／参考書 

第15回 

 

テーマ：期末試験 

内 容： 

教科書／参考書 

 


